
中・四国アメリカ学会 
第 54 回年次⼤会プログラム 

2026 年 11 ⽉ 28 ⽇（⼟） 広島経済⼤学⽴町キャンパス 

        （広島県広島市中区⽴町 2-25 IG ⽯⽥学園ビル） 

 

理事会（11:00〜12:00）：場所 141 教室 司会：会⻑ 辻 祥⼦（松⼭⼤学） 

受付開始 （11:30〜）：場所 142 教室 

開会の辞 （12:30〜12:40） 辻 祥⼦ 

研究報告 （12:40〜14:10） 会場 142 教室 

• 林 孝洋（愛媛⼤学） 
「「⽬的があるのならば⼿段について気にする必要はない Cum 
habemus intentum, non curemus de modo」−19 世紀ニューヨークに
おけるイタリア系亡命者の反教権主義運動とアメリカにおける排外主
義の促進」 

• ⼭本 航平（就実⼤学） 
「闘争のための逃⾛̶19 世紀後半キーウェストにおける亡命キューバ
⼈とサンカルロス」 

ブレイク（14:10〜14:20） 

シンポジウム：「レジリエンスを問い直す――北⽶の歴史・⽂学・⽂化から」 
      （14:20〜17:20 途中ブレイクを含む） 

司会及び報告者：岸野 英美（近畿⼤学） 
報告者：川島 正樹（南⼭⼤学名誉教授）   

「アメリカのレイシズムをめぐる「正」と「負」のレジリエンス 
―「⼈種」の脱構築に向けた歴史家による物語りの試み」 

 城⼾ 光世（広島⼤学） 
「逃げる⼥たちのレジリエンス―⼆⼈のハリエットの奴隷制への抵抗」 
伊藤 詔⼦（広島⼤学名誉教授） 

「レジリエンスの書『ウォールデン』 
―ソローの隠れたナラティヴを追う」 



岸野 英美 
「変わりゆく氷の世界に響きわたる声 

―Tanya Tagaq のアザラシをめぐる表現にみるレジリエンス」 
 

総会   （17:25〜17:40）司会：辻 祥⼦ 

閉会の辞 （17:40〜17:45）副会⻑ 寺⽥ 由美（北九州市⽴⼤学） 

 

懇親会  （18:15〜20:15） 広島鉄板焼炭⽕焼 ⼋⿊ 
広島市中区⽴町 4-15 英万⾥ビル 2F TEL: 050-5488-2032。 

＊ 2026 年度中・四国アメリカ学会年次⼤会は公営財団法⼈アメリカ研究振興会か
らの助成を受けて実施しております。 

 


